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　今年夏は梅雨明け宣言もないまま秋を迎えようとしております。全国の気候の状況を見ますと、私たちの
知らない気候に入ろうとしているようにも見えます。気候だけではなく、新型インフルエンザも不思議な広が
り方（夏に流行等）を見せております。私たちの身の回りで、確実に何かが進行しているのは確かなように思
われます。これからはしっかりと、自分たち家族を守っていくという姿勢が大切なのではないでしょうか。例え
ば、手洗いうがいを励行するというよう身近な課題から、環境を見据えていくこと、一番大切なことは、そうし
たことをしっかり「考えていくこと」だと思います。
　二学期が始まりました。元気に通園してほしいと思います。二学期は長いのですが、その分子どもたちの
成長が見られます。様 な々経験を楽しんで、子どもたちとの豊かなやりとりの一助としてほしいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリブ園施設長　後藤　進
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これまでと同様、子どもさんとご家族の立場にたった支援を続けていきたいと思いますので、
よろしくお願い致します。

新型インフルエンザ。
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新型インフルエンザについて

裏面もあります二学期が始まりました

　数年前に、パンデミック（爆発感染）の本が出ました。鳥インフルエンザによる感染が鳥ー人感染から
人ー人感染になると大きなパンデミックになるという内容でした。鳥インフルエンザは強毒性ということ
から、その恐ろしさは大変なものであるということでした。今回のインフルエンザの始まりは、豚インフル
エンザで、豚ー人から一気に人ー人感染となり、寒い時期の流行という従来の常識を覆し、流行が宣言
されました。現在のところ弱毒性と言われていますが、インフルエンザが弱毒性などという範疇では、語
ることが出来ない、ということも言われています。そうした意味で、パンデミックに陥らないように、（なぜ
なら、パンデミックに陥ると、対策がほとんど困難になるからです。）最大限の注意力を払いながら少しず
つ免疫力を増して行くことしかないのではないでしょうか。
　以下に最大限の注意点を記します。
1、ご家族の中で新型インフルエンザのような症状（初期症状は38度以上の高熱が突然出て、咳などの
　気道症状や全身倦怠など、一般的なインフルエンザとほぼ同様と思われます。しかし、下痢、嘔吐、腹痛、
　胸痛、鼻出血、歯肉出血が現れる可能性もあります。）のある方がおりましたら、下記秋田市保健所発熱
　センターに連絡した後、オリブ園・「ことば」の教室担当にご連絡下さい。
2、ご家族の中に新型インフルエンザの感染が確認された場合は、担当に連絡して下さい。
3、お子さんに新型インフルエンザの感染が確認された場合、担当に連絡して下さい。その際には、医師の
　指示があると思いますので、医師の指示に従って下さい。また、治ったと思われる場合でも、医師の指示
　をあおいで下さい。
4、予防対策
　①手洗い・うがいを徹底しましょう。
　②消毒液を使いましょう。（消毒液が手に入らない場合があります。その場合、水道水で30秒以上の
　　手洗いの励行をおすすめいたします。）
　③風邪のような症状の場合、マスクを着用しましょう。
　④オリブ園・「ことば」の教室にも手洗い消毒液を用意しておりますの、手洗い励行お願いいたします。

お子さんをはじめご家族の方々に新型インフルエンザが疑われる症状が見られた場合は、速やかに
下記にご相談の上、適切な処置をとられますようにお願いいたします。

秋田市保健所発熱相談センター　☎018-883-1299
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